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内部に円筒形コンクリート魚礁 
※ハイブリッド化 
 ●低重心で転倒しない 
 ●内部を高密度化することで、 
 幼稚魚、小魚の定着を確実に 

１、ハイブリッド魚礁｢スーパーSK１３００S｣の特長 

総重量＝５６．３ｔ 
コンクリート部材＝２５．４ｔ 
鋼製部材＝３０．９ｔ 
 
空間容積＝１，３８２空m3 

●三層の水平鉄板を配置 



鋼製部が耐用年数を過ぎても、芯となるコンク
リート部材（SKリーフ）が残る。 

コンクリート部材（SKリーフ） 



図２ 設置位置 

２、調査内容 
１）調査場所 

図１ 長崎県 
   壱岐市位置 

壱岐市 

表１ 



事業年度 調査日時 潮汐 

工区名   （基準港 ： 郷ノ浦港） 

平成19年度 平成27年5月27日 干潮 10：49 102ｃｍ 

勝本辰ノ島西工区（C地点） 9：30－10：30 満潮 04：23 165ｃｍ 

平成15年度 平成27年5月27日     17：05 154ｃｍ 

勝本北西工区 （A地点） 11：30－13：00   

２）調査日時 



３、C地点の調査結果 

１）平成19年度勝本辰ノ島西工区・・・設置後7年2ヶ月 

（１）海底状況及び魚礁設置状況 

水中視度：20m 

流況：調査場所到着から調査終了まで、常時、南西から北東 

     方向へ穏やかに流れていた。 

海底：水深115m前後の平坦な砂礫帯であった。 

魚礁：正常な状態で着定し、転倒、埋没はなく、礁の鉄板部に 

    おいて、腐食による孔がみられた。 

    礁全体で釣り具類の絡まりが多くみられた。 



釣り具類の絡まり 

鉄板部の腐食 



魚礁効果診断システム（魚礁台帳併
用モデル）の概要と有効性について 

桑本淳二 部長（水産土木建設技術センター長
崎支所） 



○メダイ：礁全体および内部から周辺を回遊（約200尾、594kg）。 
○ウマヅラハギ：礁上層を滞遊（約120尾、24kg）。 
○ハナダイ類：礁内部を滞遊（約150尾、9.8kg）。 
○イシダイ：礁内部を滞遊（10尾、18.2kg）。 
○キジハタ：礁内部で定位（6尾、2.8kg）。 
○カゴカキダイ：礁内部を滞遊（10尾） 
○マハタ：礁内部を滞遊（3尾） 
○カサゴ：礁内部で定座（5尾） 
○クロアナゴ：礁内部、礁周辺海底で定位（2尾） 
○アカアマダイ：礁内部海底で定位（1尾） 

（２）集魚状況 

計520尾 計658kg 



メダイの群れ メダイの群れ 

キジハタ アカアマダイ 



４、A地点の調査結果 
１）平成15年度勝本北西工区・・・設置後11年2ヶ月 

（１）海底状況及び魚礁設置状況 

水中視度：20m 

流況：調査場所到着から調査終了まで、常時、南西から北東 

     方向へ穏やかに流れていた。 

海底：水深105m前後の平坦な砂礫帯であった。 

魚礁：2個の魚礁は正常な状態で着定し、転倒、埋没はなく、 

    礁の鉄板部において、腐食による孔がみられた。 

    礁全体で釣り具類の絡まりが多くみられた。 



○メダイ：礁全体および内部から周辺を回遊（約250尾、724ｋｇ）。 
○マアジ：礁上層および上部から周辺を回遊（約1,500尾、180ｋｇ）。 
○イサキ：礁全体および内部から周辺を回遊（約800尾、240ｋｇ）。 
○ハチビキ：礁上層および上部から周辺を回遊（約1,500尾、45kg）。 
○ハナダイ類：礁内部を滞遊（約1,000尾、）。 
○ネンブツダイ：礁内部で定位（約800尾）。 
○イシダイ：礁内部を滞遊（20尾）。 
○ウマヅラハギ：礁全体を滞遊（約160尾）。 

（２）集魚状況・・・「2個の魚礁における主要蝟集魚数及び重量」 

1基当たり平均約3,100尾 1基当たり平均672ｋｇ 



メダイの群れ イサキの群れ 

ヒラマサ マアジの群れ 



５、魚礁の集魚機能 



６、まとめ 

・Ｃ地点、Ａ地点ともに正常な状態で着底し、礁の破損、埋没及び堆砂現象はな
かった。 
・蝟集魚種はＣ地点が17種、約520尾、660kg、Ａ地点が2個の魚礁平均で17種、
約3,100尾、700kgであった。 
・両地点ともにメダイが優占種となっており、魚礁の集魚機能は特にⅢ型に対し良
好に発揮し、Ｃ地点ではⅠ型魚やⅣ型魚、Ａ地点ではⅡ型魚が比較的多く、スー
パーSK1300Sはすべてのタイプの魚種に対して蝟集機能を発揮していると考えら
れた。 
・Ａ地点は設置6カ月後の調査も高い集魚水準を示しており、蝟集機能を継続的に
維持していた。 
・今回の調査結果と長崎県内壱岐海域における魚礁の集魚水準に照らすと、Ｃ地
点は重量で高位、Ａ地点は尾数重量ともに高位となり、魚礁の蝟集量は両地点と
もに平均レベルより高いと推察された。 



７、効果調査の映像 


